
ＣＩＭ活用による生産性向上への取組み



Ⅰ.工事概要①

発注者 ：国土交通省 中部地方整備局 愛知国道事務所
工事名 ：平成28年度 名二環かの里１交差点南下部工事

平成28年度 名二環かの里２高架橋中下部工事
施工場所 ：愛知県名古屋市中川区かの里１丁目地内
施工者 ：矢作建設工業株式会社

国道３０２号

平成２８年度 名二環
かの里１交差点南下部工事 （Ｐ68）

平成２８年度 名二環
かの里２高架橋中下部工事 （Ｐ69）
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Ⅰ.工事概要②

工事内容
橋脚躯体工（ＲＣ橋脚）２基、回転杭 Φ８００ L=37.5m 35本 L=39.0m 35本

横断歩道橋 共同溝

現場の特徴
①現道と交差点に囲まれた狭い箇所での施工
②上空に歩道橋があり通学路
③地下近接箇所に共同溝



Ⅱ.ＣＩＭデータの作成手順
■ＣＩＭデータの作成手順(２次元設計平面図のＣＩＭモデル)

① 施工位置を３Ｄレーザースキャナで測量(9測点から既設構造物位置情報取得)

② 地下構造物(共同溝等)を測量調査により取得合成

④ ＣＩＭモデル(３Ｄ)に時間軸を付与した４Ｄモデルを作成
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測量データ合成

③ ＣＩＭモデルの作成



●鋼管杭施工時
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Ⅲ.ＣＩＭモデルの活用事例

・ 狭い箇所での作業に最も適したクレーンの効率的な選定
・ 歩道橋とクレーンの離隔確認、効率的な資材等の配置計画
・ 基礎杭と共同溝との離隔関係を視覚的に把握することによる安全かつ効率的な施工方法の検討
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Ⅲ.ＣＩＭモデルの活用事例

・締切矢板と共同溝の影響深さ・離隔確認に活用
（共同溝までの深さ3.85ｍ、最小離隔 27ｃｍ）

・３Ｄ図による施工前に協力業者に対して、視覚的
に説明することで近接施工意識の向上

●鋼矢板施工時

●柱構築時

・現道と柱施工時の離隔（現道までの離隔2.0ｍ）確認

・現道際で近接作業をする際に、一般車輌への影響を
認識することに活用
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ＣＩＭモデルの活用事例
●特殊支保工施工時

・計画段階で歩道橋・側道・現道建築限界との離隔検証
・関係機関との交差点部の信号機の視認性に関する打合せで活躍



CIMを活用した仮設計画

仮設計画① LS測量による正確な既設物（歩道橋・現況道路・遮音壁等）の位置を３D化
することで、使用機械の選定および作業配置計画を立案することが可能となる。
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LS測量 機械選定の検証

平面図

課題｢既設歩道橋や遮音壁・現道が図面と相違した場合、施工機械や特殊支保工が干渉し手戻りが発生」

信号機側からの視認性道路進行方向からの視認性建築限界との整合

仮設計画② 特殊支保工の設置時、現地条件（歩道橋・現道・建築限界）との干渉や一般車両への信号機視認性が懸念。

断面図



安全教育・施工管理での活用
■安全教育
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① ３Ｄデータに時間軸を加えて施工シミュレーションを４Ｄ化(動画)とすることで、特定日時・施工ステップが
視覚的に把握することができるため工程管理が容易となる。
そのため、認識の相違による手戻りや日程調整の削減に繋がる。

② ４Ｄにより工程イメージが具体化し、協力会社による適正な人員配置計画等が可能となり、ムリ・ムダのない
施工に繋がる。

■施工管理

新規入場者教育時、４Ｄ(動画)を用いた現場説明を
実施することにより、作業工程や要点・危険箇所を
視覚的に共有することが可能となり、より実効的な
危険予知活動に有効。

ＣＩＭモデル(３Ｄ)に時間軸を付与した４Ｄモデルを作成


